
サプライチェーン全体の徹底した最適化・高度化におけるロジスティクス戦略

経済動向や戦略変化等に常に対応し続ける持続可能な物流ネットワークにおける物流拠点の役割は、従来の保管拠点から、
前後工程の軸となるデータ収集拠点・需給調整拠点へと変化しているため、よりアクティブな機能（業務面・庫内ツール面）が
求められます。

企業が直面している物流領域の外的・内的課題

昨今の物流領域は、EC市場の急成長等による取扱貨物量の増加や流通チャネル多様化の一方で、労働力不足や有事によ

るサプライチェーン分断リスクが一層顕在化しており、サプライチェーン全体での変革・管理が求められています。社内外で直
面する課題を踏まえ、全社的なDXの動きに合わせた物流機能の最適化・高度化が必要です。

外的要因による課題

有事（戦争・災害・感染症）でのサプライチェーン分断

2024年問題に関連した物流機能の見直し

物流トレンドや技術革新への適応

内的要因による課題

全社的DX戦略に合わせたロジスティクス戦略の構築

労働力不足や作業者負担軽減に対応する施策の検討

老朽化やラインナップ刷新に伴う物流設備の見直し

今後のロジスティクス戦略構築における視点

• 業務面における物流体制の最適化

✓企業の持続的な発展に必要な物流コア業務の明確化と、それに基づくパートナー企業の選定

• 庫内ツールの高度化

✓前後工程の軸となるデータ収集・需給調整拠点に適したシステムの導入

✓労働力不足や作業者負担軽減に対応するオペレーションの高度化とそれに適したマテハン設備の導入

Logistics1.0~3.0 Logistics4.0 次世代Logistics

• 輸送の機械化

• 荷役の機械化

• 管理・処理のシステム化

• 物流の省人化
– 自動化／IoT

• 物流の標準化
– サプライチェーン横断管理

需要予測

物流DXや物流標準化の推進によるサプライチェーン全体の徹底した最適化・高度化

強靭で持続可能な
物流ネットワークの構築

労働力不足対策と
物流構造改革の推進

予測に伴う
フレキシブルな物流構造構築

物流変革に備えた
ロジスティクス体制構築支援
PwCコンサルティング合同会社

• 人手からの解放
– ロボット／無人輸送

• リソースの共有
– 配送／機材の共有

• システムのワンストップ化

さまざまな課題に直面する中、物流領域にはサプライチェーン全体でビジネスプランを設計し、将来的な変

化にも対応できる強靭で持続可能な物流体制の構造改革が求められています。私たちは、そのような物流

体制の構想から体制構築後の定着まで、一貫して支援します。



将来のビジネスプランに基づいた物流体制の構築支援

荷主企業は、将来のビジネスプランにおける物流拠点の位置づけから、物流体制を構築することが求められます。当社では
事業遂行に必要な物流業務のコア範囲の判断と、それに見合った3PL（サード・パーティ・ロジスティクス）への委託範囲につ
いて、構想策定から施策実行、さらなる改革まで支援します。

物流企画

物流管理

物流運用
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荷主 3PL

委託先の選定委託範囲の決定

委託範囲と
委託先を踏まえた
総合的な判断

➔ 要求水準の充足

➔ コスト競争力

• 共同配送の余地 はあるか

• ビジネスエリアに存在する3PLが

要求水準を充足しているか

• 物流リソースの調達力 があるか

物流企画立案／合意形成

物流計画／実績管理

システム／マテハン管理

建屋管理

庫内作業・配送管理

本来のロジスティクス（需要予測＋物流）実現に伴う庫内業務課題に適したツールの導入支援

ロジスティクス戦略に基づいた物流体制の見直しによるコア業務の最適化に加え、庫内業務に適したツールおよび

システムの導入は、サプライチェーン全体の最適化に寄与します。当社では組織横断的に、課題抽出から導入まで、その先
の成長を見据えた支援が可能です。

PwCの
強み

構想策定 実行準備 実行 成果の定着化

支援内容
市場・トレンド

調査

ベンダー選定
要件定義

業務の運用設計

ツール・
システム導入

業務フロー改善
品質・業務管理

評価・管理

独自の評価軸による
客観的なベンダー評
価と、実行に向けた
課題管理を実現

ネットワーク

ネットワークを活かし
た体制と豊富なツー
ルで、短期間で高精
度な調査を実施

構想策定

「SCM改革構想策定
アプローチ」をベース
に、将来の成長を見
据えた構想策定を
支援

グローバル知見

世界のPwCメンバー
と連携し、最新トレン
ドを踏まえた実行支
援を実施

フレームワーク

多数の類似案件で
蓄積された方法論と
フレームワークを
活用

オペレーション診断

工程ごとの能力と設
備能力のバランスを
診断し、最適な運用
設計・設備導入を支
援

現場ケア

導入後のハイパーケ
アと現場への継続的
な定着・改善活動を
現場視点で支援

長期支援

安定稼働後の社会
的な変化やニーズに
対する追加開発や業
務改革を長期的に
支援
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